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平
成
23
年
度
姫
路
市
女
性
文
化

大
会
を
、
10
月
29
日
㈯
あ
い
め
っ

せ
ホ
ー
ル
（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
）

で
開
催
し
ま
し

た
。
石
見
利

勝
市
長
、

大
倉
俊
已

議
長
、
玉

田
尋
三
県

民
局
長
、
北
野

美
智
子
県
連
合
婦
人
会
長
ほ
か
多

数
の
来
賓

と
、
婦
人

会

元

理

事
、
会
員

約
3
0
0
人

が
出
席
し
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ

は
、
「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
よ
ー
べ
」
に

よ
る
7
名
の
す
ば

ら
し
い
演
奏
で
始

ま
り
ま
し
た
。

有
馬

妙
子
婦

人
会
長

の
挨
拶

の
後
、

石
見
市

長
か
ら

永
年
婦

人
会
長
と
し
て
の
活
躍
に
対
し

て
、
城
西
校
区
の
箭
吹
美
恵
子
理

事
と
、
永
年
積
極
的
に
活
動
さ
れ

て
い
る
、
広
畑
校
区
、
山
田
校

区
、
旭
陽
校
区
、
城
北
校
区
に
そ

れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。大

会
は
午
前
中
に
、
タ
グ

リ
ィ
・
マ
ロ
ン
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
さ
ら
に
午
後
か
ら
は
ヘ

ル
マ
ン
ハ
ー
プ
演
奏
、
F
M
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
西
田
さ
ん
の
朗

読
、
元
関
西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
桑
原
征
平
さ
ん
に
よ
る
楽

し
い
講
演
会
と
続
き
、
最
後
に
全

員
で
姫
路
市
連
合
婦
人
会
歌
を
斉

唱
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度

平
成
23
年
度

を
開
催

を
開
催



地
域
赤
十
字
奉
仕
団
災
害
訓
練

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

環
境
と

美
化
の
つ
ど
い
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10
月
2
日
、
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー

ル
（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
）
に
お
い

て
「
環
境
と
美
化
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
、
有
馬
妙
子
会
長
は
じ

め
婦
人
会
員
多
数
が
参
加
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
第
10
回
全
日
本
エ

コ
川
柳
大
賞
と
小
中
学
生
環
境
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
に
続

き
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
功
労
団
体

の
表
彰
が
あ
り
、
姫
路
市
連
合
婦

人
会
か
ら
網
干
校
区
、
砥
堀
校

区
、
水
上
校
区
が
受
賞
し
ま
し

た
。

10
月
5
日
、
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー

ル
（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
）
に
お
い

て
、
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
災
害
救

護
実
践
研
修
訓
練
が
行
わ
れ
、
姫

路
市
赤
十
字
奉
仕
団
員
（
姫
路
市

連
合
婦
人
会
員
）
1
5
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

炊
き
出
し
訓
練
、
心
肺
蘇
生
法

と
A
E
D
の
訓
練
、
三
角
巾
を

使
っ
た
応
急
手
当
訓
練
、
搬
送
訓

練
の
4
つ
の
班
に
分
か
れ
て
実
技

を
ま
じ
え
た
講
義
を
受
け
た
後
、

各
班
の
代
表
者
に
よ
る
発
表
会
、

最
後
に
炊
き
出
し
班
が
作
っ
た
非

常
食
の
試
食
を
し
て
終
了
し
ま
し

た
。

10
月
1
日
か
ら
2
日
、
大
手
前

公
園
で
「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
、
多
彩
な
催
し

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

は
有
馬
妙
子
会
長
も
出
席
し
て
、

美
化
啓
発
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ビ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
ら
と
一
緒
に

大
き
な
く
す
玉
を
割
り
ま
し
た
。

姫
路
市
連
合
婦
人
会
の
テ
ン
ト

で
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
小

物
入
れ
と
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
空
き
容
器
を
使
っ
た
モ

ビ
ー
ル
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

れ
ぞ
れ
、
2
0
0
個
程
度
の

材
料
を
準
備
し
ま
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
人
の
参
加
で
、
全
て
な
く

な
り
ま
し
た
。

23

百
歳
の
方
を
訪
問

兵
庫
県
連
合
婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

有
馬
妙
子
会
長
、

F
M
ゲ
ン
キ

ラ
ジ
オ
放
送
に
出
演

陸
上
自
衛
隊

姫
路
駐
屯
地

夏
祭
り

平
成
23
年
度

S
O
S
キ
ャ
ッ
チ

専
門
研
修
会

有
馬
妙
子
会
長
、

一
日
院
長
に
就
任
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9
月
25
日
、

有
馬
妙
子
会
長

が
F
M
ゲ
ン
キ

の
ラ
ジ
オ
放
送

「
サ
ン
デ
ー
G
E
N
K
I
№1
」
に

出
演
し
ま
し
た
。

有
馬
会
長
は
幼
い
時
に
遊
ん
だ

旧
神
崎
町
の
様
子
や
、
姫
路
市
連

合
婦
人
会
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

9
月
21
日
、
有
馬
妙
子
会
長
と

河
南
眞
稚
子
副
会
長
は
、
昨
年
10

月
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
中
寺
校
区
の
中
安
か
ず
さ
ん

を
訪
問
し
て
御
祝
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

娘
さ
ん
夫
婦
と
一
緒
に
自
宅
で

生
活
さ
れ
て
い
る
中
安
か
ず
さ
ん

は
、
と
て
も
お
元
気
そ
う
で
、
に

こ
や
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
話
が
は
ず
み
ま
し

た
。

9
月
18
日
㈰
、
高
砂
市
総
合
体

育
館
に
お
い
て
兵
庫
県
連
合
婦
人

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
姫
路
市
連
合
婦
人
会

か
ら
、
広
峰
校
区
、
網
干
校
区
、

旭
陽
校
区
が
参
加
し
ま
し
た
。

有
馬
妙
子
会
長
は
じ
め
多
数
の

理
事
と
校
区
会
員
が
応
援
す
る

中
、
網
干
校
区
チ
ー
ム
が
4
位
に

入
賞
し
県
連
合
婦
人
会
長
杯
を
獲

得
し
ま
し
た
。

8
月
8
日
、
陸
上
自
衛
隊
姫
路

駐
屯
地
に
お
い
て
夏
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

広
峰
校
区
、
城
北
校
区
の
会
員

多
数
が
姫
路
市
連
合
婦
人
会
の
赤

い
ハ
ッ
ピ
を
着
て
播
州
音
頭
を
踊

り
ま
し
た
。

9
月
14
日
、
姫
路
総
合
庁
舎
に
お

い
て
、
平
成
23
年
度
S
O
S
キ
ャ
ッ

チ
専
門
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
子
育

て
家
庭
応
援
推

進
員（
姫
路
市

連
合
婦
人
会
理

事
）が
参
加
し

ま
し
た
。

9
月
4

日
、有
馬

妙
子
会

長
が
姫

路
市
休

日
・
夜
間

急
病
セ

ン
タ
ー
の
一
日
院
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

白
衣
を
着
て
セ
ン
タ
ー
内
を
巡

回
し
、
休
日
夜
間
の
診
療
体
制
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
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校区婦人会だより校区婦人会だより
夏
ま
つ
り

船
津
校
区

▲播州音頭がんばったよ～

▲つきたてのおもちでみんな笑顔!!

7
月
23
日
㈯
、
ふ
れ
あ
い
の
郷

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
お
い
て

恒
例
の
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

公
民
館
ふ
れ
あ
い
教
室
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
婦
人
会
も
浴
衣
を
着

て
踊
り
に
参
加
し
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

浴
衣
を
着
る
機
会
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
…
ま
だ
ま
だ

負
け
て
お
れ
ま
せ
ん
。

と
っ
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
で
し

た
。
　
　
　
　
　
（
難
波
恵
子
）

魚
吹
八
播
神
社
秋
祭
り

網
干
校
区

10
月
21
日
㈮
、
23
日
㈰
魚
吹
八

幡
神
社
秋
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。

だ
ん
じ
り
4
台
、
屋
台
18
台
、

獅
子
だ
ん
じ
り
1
台
、
み
こ
し
3

台
が
参
加
す
る
大
き
な
祭
り
で

す
。
私
た
ち
婦
人
会
3
支
部
は
、

食
事
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
22
日
が
雨

で
1
日
延
期
に
な
り
、
3
日
間
の

お
祭
り
で
し
た
。　（
清
水
貞
子
）

古
墳
の
町
に
気
球
が
や
っ
て
く
る

四
郷
（
見
野
）
校
区

11
月
6
日
㈰
、
城
西
小
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
の
演
奏
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
見
野
古
墳
群
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
終
え
た
人
達

が
、
次
々
に
熱
気
球
に
搭
乗
。
大

人
も
子
ど
も
達
も
初
め
て
の
経
験

で
大
歓
声
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
初
め
て
の
人
も
、

も
う
一
度
の
人
も
や
っ
ぱ
り
好

き
、
古
墳
の
町
」
で
す
。
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
、
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
と
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
夕
方
ま
で
続
く

中
、
も
ち
つ
き
、
名
物
の
茶
が
ゆ
、

田
楽
み
そ
な
ど
で
お
も
て
な
し
を

し
ま
し
た
。　
　
　（
竹
中
安
美
）

社
協
ふ
れ
あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス

勝
原
校
区

毎
月
一
回
、
勝
原
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
辻
先
生
の
指
導
の
も
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
調
理
し
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
に
会
食
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

9
月
16
日
㈮
は
、
ま
だ
残
暑
厳

し
い
中
、
25
名
の
利
用
者
が
来
所
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
季
節
感

あ
ふ
れ
る
食
事
に
舌
づ
つ
み
を
打

ち
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
か
わ

し
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に

健
康
体
操
を
楽
し
み
ま
し
た
。　

（
福
本
洋
子
）

45
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生 活 学 級生 活 学 級

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
を

　
　
　
　
　
　
楽
し
む

旭
陽
校
区

8
月
26
日
㈮
、
第
3
回
生
活
学

級
を
福
井
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
講
師
に
森
脇
公
代
先
生
を
お

招
き
し
て
、
タ
イ
伝
統
の
カ
ー
ビ

ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
。
石
鹸
に

ひ
ま
わ
り
を
描
く
の
で
す
が
、
下

絵
な
し
で
花
び
ら
を
1
枚
1
枚
カ

ッ
ト
し
て
い
く
た
め
、
同
じ
作
品

は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
真
剣
で
楽
し
く
、
賑

か
な
2
時
間
で
し
た
。
各
家
庭
で

は
、
香
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
今
村
英
子
）

人
権
学
習
開
催砥

堀
校
区

10
月
23
日
㈰
、
砥
堀
公
民
館

で
、
第
4
回
生
活
学
級
を
開
催
し

ま
し
た
。

砥
堀
小
学
校
の
林
盛
光
校
長
先

生
を
講
師
に
お
迎
え
し
「
子
供
の

人
権
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
、

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
学
校
の
様
子
を
知
ら
せ
る
の

が
役
目
で
す
」
と
具
体
的
に
最
近

の
小
学
校
の
変
化
の
様
子
を
説
明

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
供
の

成
長
に
は
、
地
域
の
手
助
け
、
か

か
わ
り
が
な
に
よ
り
大
切
と
強
調

さ
れ
、
有
意
義
な
生
活
学
級
で
し

た
。
　
　
　
　
　
（
長
谷
都
子
）

軽
快
な
音
楽
が
流
れ
、
満
面
の

笑
顔
の
小
林
久
美
先
生
の
掛
け
声

に
あ
わ
せ
ス
タ
ー
ト
し
た
3
B
体

操
。
9
月
22
日
㈭
10
時
よ
り
余
部

公
民
館
に
て
、
第
3
回
生
活
学
級

を
開
催
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
、
ベ

ル
、
ベ
ル
タ
ー
の
3
つ
の
用
具
を

使
用
し
て
行
う
3
B
体
操
は
、
本

年
で
40
周
年
を
迎
え
、
誰
で
も
気

軽
に
楽
し
め
る
体
操
で
し
た
。

『
ガ
ン
バ
レ
!
私
の
す
い
臓
ち
ゃ

ん
』
の
楽
し
い
曲
に
の
っ
て
肩
腰

足
を
動
か
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!

贅
肉
の
つ
い
た
お
腹
も
ス
マ
ー
ト

に
な
っ
た
か
な
？
（
北
条
𠮷
香
）

楽
し
い
3
B
体
操
で
、

　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!

余
部
校
区

秋
の
フ
ラ
ワ
ー

　
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

城
北
校
区

10
月
11
日
㈫
、
第
2
回
生
活
学

級
で
「
秋
の
草
花
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
毎
年
、
会
長
の
お
宅
で
丹
念

に
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
る
、
コ
ス

モ
ス
畑
で
花
を
つ
み
採
り
ま
し

た
。
今
年
は
一
段
と
可
憐
な
花
々

が
咲
き
乱
れ
、
至
福
の
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
場
所
を
公
民
館
に
移

し
、
採
っ
た
コ
ス
モ
ス
に
、
す
す

き
、
花
な
す
も
交
え
、
会
長
の
指

導
で
、
各
自
の
か
ご
に
生
け
ま
し

た
。
個
性
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

（
柳
田
由
美
子
）
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▲旧木下家の庭園で写す

▲灘菊酒造でおいしい食事

造
幣
局
と

　
関
空
見
学
の
旅

造
幣
局
と

　
関
空
見
学
の
旅

広
峰
校
区

第
三
回

　
県
民
バ
ス
研
修

第
三
回

　
県
民
バ
ス
研
修

広
畑
校
区

施
設
見
学
会

施
設
見
学
会

天
空
の
白
鷺
を
見
学

天
空
の
白
鷺
を
見
学

中
寺
校
区

バ 見学会ババ 見学会バスで巡る研修会の旅見学会

9
月
26
日
㈪
、
大
阪
造
幣
局
で

は
貨
幣
の
製
造
工
程
を
見
学
し
ま

し
た
。
貨
幣
博
物
館
内
に
は
昔
か

ら
現
在
に
至
る
貨
幣
や
記
念
硬
貨

等
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
大
変
興

味
深
く
貴
重
な
展
示
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
は
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
で
食
べ
過
ぎ
続
出
!

午
後
の
関
空
は
利
用
者
の
人
も
入

る
こ
と
の
出
来
な
い
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ゾ
ー
ン
を
バ
ス
の
中
か
ら
見

学
し
ま
し
た
。
見
慣
れ
た
飛
行
機

を
日
頃
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
角

度
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
（
﨑
津
玲
子
）

9
月
28
日
㈬
、
54
人
が
見
学
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
「
天
空

の
白
鷺
」
、
外
壁
や
瓦
が
外
さ
れ

た
裸
姿
の
大
天
守
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昼
は
創
業
百
年
の

全
国
で
も
珍
し
い
女
性
が
杜
氏
の

灘
菊
酒
造
へ
。
酒
蔵
で
お
酒
の
製

造
工
程
を
見
学
後
、
麦
飯
に
と
ろ

ろ
芋
の
膳
に
大
満
足
。

次
は
手
柄
山
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
、
昔
の
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
車

体
験
を
し
懐
か
し
い
映
像
や
写
真

を
見
て
、
も
う
一
度
あ
の
頃
に
戻

り
た
い
と
思
っ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

そ
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
水
族

館
を
最
後
に
施
設
見
学
を
終
え
ま

し
た
。
　
　
　
（
飯
田
規
容
子
）

9
月
27
日
㈫
、
岩
会
長
は
じ
め

45
名
で
バ
ス
研
修
会
を
し
ま
し
た
。

最
初
に
舞
子
公
園
の
旧
木
下
家
を

見
学
し
ま
し
た
。
竹
細
工
の
部
屋

は
日
本
の
心
を
残
す
風
流
さ
が
あ

り
ま
し
た
。
明
石
大
橋
の
舞
子
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
を
歩
き
景
色
の
雄
大

さ
に
感
動
し
、
大
橋
を
望
む
ホ
テ

ル
の
14
階
で
昼
食
を
取
り
会
話
が

は
ず
み
ま
し
た
。
午
後
は
有
馬
温

泉
に
移
動
し
、
太
閤
殿
で
秀
吉
の

展
示
を
見
て
昔
を
忍
び
ま
し
た
。

足
湯
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が

楽
し
い
研
修
会
で
し
た
。
　
　
　

（
富
田
朝
子
）

水

上

輪
投
げ
で
地
域
交
流

10
月
23
日
㈰
、
女
性
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
水
上
小
学
校
で
「
輪
投
げ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
た
く
さ

ん
の
参
加
が
あ
り
、
輪
が
入
る
た

び
に
、
拍
手
や
、
歓
声
が
起
こ

り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。「

輪
投
げ
」
も
今
年
で
5
回
目

と
な
り
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
行
事

と
し
て
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
長
田
あ
つ
子
）
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12月３日㈯

12月６日㈫

平成24年　　　
１月４日㈬

１月13日㈮

１月13日㈮

２月17日㈮

午後１時～４時　姫路駅周辺　

　「ＮＨＫ海外たすけあい街頭募金活動」

午後２時～３時半　（あいめっせホール）

　「消費生活公開講座」

　講師は弁護士の菊池幸夫氏

午前 11 時　（姫路商工会議所）

　「新年交礼会」

午前 10 時　（ラヴィーナ姫路）

　「平成24年第 1回理事会」

午前 11 時　（ラヴィーナ姫路）

　「新春のつどい」

午後～（予定）　（あいめっせホール）

　「生活学級合同終了式」　

校
区
婦
人
会
で
は
、
地
域
内
の
女
性
に
よ
る
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

豊

富

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

今後の活動予定

”ふ
れ
あ
い“
世
代
間
交
流
会

山

田

地
域
交
流
会

▲豊富小学校 金管バンドの演奏

▲もう、必死な意気込みでした!!

恒
例
の
行
事
が
、
台
風
12
号
接

近
に
よ
る
警
報
発
令
と
い
う
事
態

で
、
残
念
に
も
一
部
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
演
し
て
く
だ

さ
る
皆
様
の
ご
協
力
で
、
9
月
10

日
㈯
に
”
ふ
れ
あ
い
“
世
代
間
交

流
会
を
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
蒸
し
暑
い
会
場
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
う
ち
わ
で
涼
を
取
り
、

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞
く
事
が
出

来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
　
　
　
（
岩
田
稔
恵
）

9
月
11
日
㈰
に
、地
域
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。午
前
の
部
は
85
歳
、

88
歳
、90
歳
の
方
々
の
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。（
第
1
回
は
大
正

14
年
1
月
27
日
の
開
催
で
、今
回
は

第
84
回
目
で
し
た
）。午
後
の
部
で

は
、
腹
話
術
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
の

方
々
の
演
奏
や
童
謡
を
み
ん
な
で

口
ず
さ
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
山

田
小
学
校
4
年
生
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
の
登
場
で
会
場
は
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

城
西
校
区
あ
げ
て
の
輪
な
げ
大

会
が
10
月
30
日
に
城
西
小
学
校
体

育
館
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
残
念
な
が
ら
、
雨
天
で

足
も
と
が
大
変
な
中
、
一
チ
ー
ム

8
人
の
グ
ル
ー
プ
で
34
チ
ー
ム
の

出
場
。
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ

21
、
老
人
会
、
自
治
会
、
各
種
団

体
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約
3
0
0
人
の
熱
い
ま
な
ざ
し
の

中
、
10
本
の
輪
を
次
々
に
投
げ
、

枠
か
ら
外
れ
た
り
、
点
数
の
高
い

棒
に
う
ま
く
入
っ
た
り
す
る
度
に

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

（
箭
吹
美
恵
子
）

城

西

輪
投
げ
大
会
で
ハ
ッ
ス
ル
!!
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姫路のまちづくりを進めていくためには、人口の半数をしめる女性があらゆる場面で主体的に関わることがと

ても大切です。日頃からさまざまな分野における政策や方針決定過程の場に男性とともに女性が参画しているこ

とで、女性の視点が求められる災害等の緊急時にも柔軟に対応できるのではないでしょうか。

そこで姫路市では、市の審議会等における女性委員比率を30％とする目標達成に向けて、さまざまな分野にわた

る「男女共同参画・女性人材リスト」の整備を行ったり、“あいめっせ”の掲示板等を利用して、市の審議会等の

公募委員の情報を提供したりして女性の登用を進めています。

皆さんも、広報ひめじや市のホームページで審議会等委員の公募の案内を見られたら、委員に応募して意見を

発信していきましょう。

姫路市では、平成 19 年 3月に改訂した「姫路

市男女共同参画プラン」において、審議会等におけ

る女性委員比率を 30％とすることを目標に掲げて

女性の登用に努めています。

しかし、22年度末では県の32.9%に比べ、姫

路市では前年度より1.0%上昇しているものの

23.5%にとどまっています。

兵庫県内各市における、審議会等への女性委員の登用率について、三田市の36.1％から、相生市11.9％となっ
ています。姫路市の23.5％という数値についてはみなさんどう思われますか？

　皆さんは、女性の政策・方針決定過程の場への参画がどれだけ進んでいるかを知る指標の一つとして、
審議会等における女性委員比率があるのはご存知ですか？

姫路のまちづくりに女性の視点を!

兵庫県内各市の審議会等における女性委員比率

審議会等における女性委員比率の推移（兵庫県・姫路市）
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36.1 35.9 34.4 34.0 33.1 32.1
28.1 27.8 26.3 25.1 25.0 24.5 23.5 23.3 22.7 22.5 22.0 21.6 21.3 20.9 19.7 19.1 18.8 18.4 17.2 16.1 15.7 14.5

11.9

出典：「平成23年度ひょうご男女共同参画白書」

兵庫県

姫路市

（年度末）
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　出典：「平成23年度ひょうご男女共同参画白書」･姫路市男女共同参画推進課
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